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学
院
史
編
纂
室
共
同
研
究
報
告

　

二
〇
〇
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
共
同
研
究
は
、
二
年
間
を
一
区

切
り
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
第
五
期
の
二
年
目
に
当
た
る

二
〇
一
一
年
度
は
次
の
テ
ー
マ
、
研
究
組
織
で
行
っ
た
。

 

一　

院
長
研
究―

ラ
ン
バ
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ベ
ー
ツ―

　

こ
れ
ま
で
、
ラ
ン
バ
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ベ
ー
ツ
を
中
心
と
し
て

研
究
し
て
き
て
い
る
。

　

神
田
主
任
研
究
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
課
題
で
あ
っ
た
「
草
創

期
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
と
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
」
を
論
文
と
し

て
本
誌
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
六
月
九
日
に
同
窓
会
東
京
支

部
会
に
お
い
て
、「
関
学
創
立
者
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
の
日
本
に
お

け
る
働
き
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
七
月
一
四
日
に
は
宗
教
活
動

委
員
会
第
一
回
教
育
研
究
部
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、「
関
西
学
院
創
立

者　

Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
の
生
き
方
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、『
母
校
通
信
』
の
一
二
八
号
に
「
上
海
と
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
」、
一
二
九
号
に
は
「
千
刈
キ
ャ
ン
プ
の
ア
ウ
タ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
・
ホ
ー
ル
」
と
題
す
る
小
文
を
寄
稿
す
る
機
会
が
与
え
ら

れ
た
。

　

ま
た
、
山
内
研
究
員
共
々
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
の
１
０
０

年
史
編
纂
委
員
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
が
、
こ
の
三
月
に
長
年
に
わ

た
る
研
究
成
果
と
し
て
、『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
１
０
０
年

史
』
の
『
資
料
編
』
及
び
『
正
史
編
』
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

そ
の
編
纂
作
業
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
課
題
と
な
っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
と
関
西
学
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
戦

研
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ー
マ

研

究

員

院
長
研
究

―
ラ
ン
バ
ス
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
、

ベ
ー
ツ
―

○
池
田
　
裕
子
（
学
院
史
編
纂
室
）

神
田

健
次
（
神
学
部
教
授
）

舟
木

（
経
済
学
部
准
教
授
）

（
高
等
部
教
諭
）

山
内
　
一
郎
（
名
誉
教
授
）

山
本
　
栄
一
（
名
誉
教
授
）

関
西
学
院
の

戦
前
・
戦
中
・
戦
後

○
福
井
　
幸
男
（
商
学
部
教
授
）

井
戸
田
史
子
（
元
大
学
図
書
館
職
員
）

打
樋
　
啓
史
（
社
会
学
部
准
教
授
）

神
田
　
健
次
（
神
学
部
教
授
）

田
淵
　
　
結
（
教
育
学
部
教
授
）

辻
　
　
　
学
（
広
島
大
学
大
学
院
教
授
）

中
道
　
基
夫
（
神
学
部
准
教
授
）

山
　
　
泰
幸
（
人
間
福
祉
学
部
准
教
授
）

（
○
印
・
主
任
研
究
員
）

D
aniel

H
arald

D
ellm

ing



162

前
に
お
け
る
ベ
ー
ツ
院
長
と
学
校
教
育
同
盟
の
関
係
に
つ
い
て
検
証

す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

　

山
内
研
究
員
は
、
一
一
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
月
例
会
「
ラ
ン
バ

ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
日
本
に
お
け
る
使
命
」
で
発
表
さ
れ
た
原
稿
を

本
誌
で
ま
と
め
た
ほ
か
、
今
年
の
一
月
に
は
同
窓
会
西
宮
支
部
総
会

に
お
い
て
、「
創
立
者
ラ
ン
バ
ス
先
生
の
足
跡
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

池
田
研
究
員
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
院
長
研
究
」
の
成
果
を
短

く
ま
と
め
、
広
報
誌
『K

. G. T
O
D
A
Y

』（
偶
数
月
発
行
）
に
発
表

し
た
。
今
年
度
の
記
事
は
「
父
と
娘
」「
忘
れ
ら
れ
た
墓
標
」「
天
皇

機
関
説
事
件
と
中
島
重
教
授
」「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」「
首
相
の

紹
介
状
」
の
五
本
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
こ
れ
ら
の
英

語
版
も
公
開
し
て
い
る
。
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
冊
子
化
の
要
望
に

応
え
、
新
し
い
記
事
を
発
表
す
る
都
度
パ
ソ
コ
ン
印
刷
に
よ
り
配
布

し
て
き
た
が
、
記
事
が
増
え
た
た
め
、「
天
皇
機
関
説
事
件
…
」
ま

で
の
十
五
本
を
一
冊
に
ま
と
め
た
。

　

関
西
学
院
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
話
を
短
く
紹
介
し
て
欲
し
い
と
の

卒
業
生
か
ら
の
声
に
対
し
て
は
、「
院
長
研
究
」
の
成
果
を
さ
ら
に

二
種
類
の
小
冊
子
（『
関
学
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
』〈
日
本
語
〉、T

hus 

Spoke B
ates

〈
英
語
〉）
に
ま
と
め
、
配
布
し
た
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
公
開
し
た
）。

　

年
二
回
発
行
の
『
学
院
史
編
纂
室
便
り
』
に
は
、「
学
長
の
ラ
ト

ビ
ア
大
使
館
、ク
ロ
ア
チ
ア
大
使
館
訪
問
に
同
行
し
て
」（
三
三
号
）、

「
日
本
・
ラ
ト
ビ
ア
国
交
樹
立
90
年
、
国
交
回
復
20
年
記
念
植
樹
裏

話―

門
外
不
出（
？
）の
ラ
ト
ビ
ア
・
オ
ー
ク
の
輸
入―

」（
三
四
号
）、

「
お
宝
拝
見
！　

③
今
も
忘
れ
ぬ
「
霜
お
く
髪
」
の
教
え―

Purity, 

Confidence, Love
―

」（
三
四
号
）
を
発
表
し
た
。
ラ
ト
ビ
ア
関

係
の
原
稿
は
、当
『
紀
要
』
第
十
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
ヤ
ー
ニ
ス
・

オ
ァ
ゾ
ァ
リ
ン
シ
ュ―

日
本
（
神
戸
、
一
九
二
〇
〜
二
一
年
）
で
ラ

ト
ヴ
ィ
ア
の
外
交
官
と
領
事
を
務
め
た
人
物
」「
関
西
学
院
の
ラ
ト

ヴ
ィ
ア
人
教
師
イ
ア
ン･

オ
ゾ
リ
ン
と
そ
の
学
生―

曽
根
保
と
由
木

康
」
の
後
日
談
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
紀
要
原
稿

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
一
〇
月
に
ペ
ー
テ
リ
ス･

ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
ス

特
命
全
権
大
使
を
西
宮
上
ケ
原
と
神
戸
三
田
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

迎
え
し
、
記
念
植
樹
苗
木
贈
呈
式
、
講
演
会
、
写
真
展
等
が
開
催
さ

れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
大
使
か

ら
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
外
務
大
臣
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

三
月
に
は
、
神
戸
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
終
了
後
、
井
上

琢
智
学
長
の
ご
招
待
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
ベ
ー
ツ
館
）
に
滞
在
さ
れ

た
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
院
長
ご
令
孫
ア
ル
マ
ン･

デ
メ
ス
ト
ラ
ル

氏
と
、
ベ
ー
ツ
院
長
に
関
す
る
情
報
交
換
の
機
会
を
持
っ
た
。
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二　

関
西
学
院
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後

　

二
〇
〇
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
学
院
史
編
纂
室
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
関
西
学
院
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
第
五
期
の
研
究
が
昨
年
度
か
ら
新
た
に
始
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
今
年
度
も
残
念
な
が
ら
、
各
研
究
員
多
忙
の
た
め
に
、
具
体

的
な
成
果
と
し
て
書
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
昨
年
ま
で
の
主

任
研
究
員
の
井
上
琢
智
氏
が
学
長
に
選
任
さ
れ
、
急
遽
私
が
任
じ

ら
れ
た
こ
と
は
弁
解
に
な
る
ま
い
。
来
年
度
以
降
は
、
研
究
課
題

を
研
究
員
間
で
相
談
し
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
、
研
究
の
推

進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
課
題
の
発
見
は
、
多
忙
な
研

究
員
か
ら
は
現
時
点
で
は
出
来
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
共
同
研
究
の
直
接
の
成
果
で
は
な
い
が
、
学
院
史
編
纂
室

が
関
わ
っ
た
研
究
と
し
て
、
辻
研
究
員
を
中
心
と
す
る
「
蛭
沼
寿

雄
著
作
選
集
」
の
全
三
巻
が
今
年
度
七
月
、
八
月
、
九
月
に
新
教

出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
第
一
巻
『
新
約
本
文

学
演
習
マ
ル
コ
・
マ
タ
イ
』（
解
題　

辻
学
）、
第
二
巻
『
新
約
本

文
学
演
習
ル
カ
、
ギ
リ
シ
ャ
語
新
約
語
法
』（
解
題　

嶺
重
淑
、
山

本
伸
也
）、第
三
巻
『
新
約
本
文
学
史
』（
解
題　

前
川
裕
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、『
本
の
ひ
ろ
ば
』（
キ
リ
ス
ト
教
文
書
セ
ン

タ
ー
刊
）
に
以
下
の
書
評
が
掲
載
さ
れ
た
。
第
一
巻
に
つ
い
て
は

土
戸　

清
氏
（
日
本
新
約
学
会
前
会
長
、国
際
新
約
聖
書
学
会
会
員
）

に
よ
る
「
三
つ
の
喜
び
を
読
者
に
与
え
る
、
わ
が
国
に
類
書
の
な
い

驚
く
べ
き
著
作
」（
二
〇
一
一
年
一
二
月
号
）、
第
二
巻
に
つ
い
て
は

津
村
春
英
氏（
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
教
授
、学
長
）に
よ
る「
ギ

リ
シ
ャ
語
中
級
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
最
適
」（
二
〇
一
二
年
一
月
号
）、

第
三
巻
に
つ
い
て
は
浅
野
淳
博
氏
（
関
西
学
院
大
学
神
学
部
教
授
）

に
よ
る
「
テ
キ
ス
ト
確
立
へ
の
学
問
と
人
間
の
ド
ラ
マ
」（
二
〇
一
二

年
二
月
号
）
が
掲
載
さ
れ
た
。　
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